
 

 

［成果情報名］泌乳後期の乳牛における極短穂型飼料用イネ品種「たちすずか」の給与特性 

［要約］極短穂型飼料用イネ品種「たちすずか」は、泌乳後期の乳牛へのTMR 給与において、乾物中40

％（乾物給与量10kg程度）混合しても、飼料摂取量および血液性状に影響は無く、対照区に比べDM充

足率が有意に高まる。 
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［背景・ねらい］ 

泌乳中後期の乳牛において、イネ WCS（従来普及種）の実用的給与量は、乳量 35㎏以下で、原物で 8

～10㎏程度とされている。近年、極短穂型飼料用イネの新品種が開発され、穂が短く、茎葉部に多くの

糖分を含み、繊維の消化性も高い特長を有することから、乳牛用給与飼料の粗飼料源としての価値が高

まることが期待される。 

本県では、極短穂型飼料用イネ品種「たちあやか」について、泌乳前期（日乳量40kg程度）の乳牛へ

のTMR給与において、乾物中20％（乾物給与量5kg程度）混合しても、飼料摂取量および泌乳成績に影

響がないことを確認している（永井ら第9回日本暖地畜産学会発表）。また、福岡県（2017）では、「た

ちあやか」と同等の特性を持つ「たちすずか」について、泌乳中後期（日乳量27kg程度）の乳牛へのTMR

給与において、乾物中32％程度混合しても、乾物摂取量、乳量および乳成分に影響が無いことが確認さ

れている。今後さらに、飼料用イネの給与量を高めることができれば、コーンサイレージや購入乾草を

代替する粗飼料源としての活用が可能となり、飼料費削減にもつながる。 

今回、「たちすずか」を、乾物中30％および40％（乾物給与量7kgおよび10kg程度）混合したTMR

を、泌乳後期（日乳量15kg程度）に給与した場合の、飼料摂取量および産乳性へ与える影響について

検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「たちすずか」は、泌乳後期の乳牛へのTMR 給与において、乾物中40％（乾物給与量10kg程度）

混合しても、摂取量に影響は無く、対照区に比べDM充足率が有意に高まる（表1、2）。 

２．「たちすずか」は、泌乳後期の乳牛へのTMR 給与において、乾物中40％（乾物給与量10kg程度）

混合しても、泌乳成績に有意差は見られない（表3）。 

３．「たちすずか」は、泌乳後期の乳牛へのTMR 給与において、乾物中40％（乾物給与量10kg程度）

混合しても、血液性状に顕著な影響は見られない（表4）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１.  「たちすずか」を多給する飼料設計において、分解性蛋白質を多く含む大豆粕を用いて粗蛋白質を

補完する場合は、使用する「たちすずか」の成分分析結果等を参考に、過給とならないよう注意が

必要である。 

２． 泌乳後期の乳牛における飼料設計では、乳期の進行による乳量の低下を考慮し、ボディーコンディ

ションスコアの観察や乳成分の数値を参考に、エネルギー過多とならないよう注意が必要である。 

 

 

 

  



 

 

［具体的データ］ 
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